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１
．
Ｆ
Ｓ
Ｒ
Ｃ
設
立
の
経
緯
と
主
旨

　

食
品
安
全
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｆ
Ｓ
Ｒ
Ｃ
）
は
、
東
京
農

業
大
学
の
産
官
学
協
力
研
究
事
業
で
あ
る
総
合
研
究
所
研

究
会
の
33
の
部
会
の
一
つ
で
あ
る
「
食
の
安
全
と
安
心
部

会
」
を
前
身
と
し
て
い
る
。
同
部
会
は
こ
れ
ま
で
、
食
の

安
全
・
安
心
に
関
す
る
様
々
な
情
報
発
信
を
行
っ
て
き
た

が
、
よ
り
積
極
的
な
活
動
を
行
う
新
た
な
る
組
織
を
立
ち

上
げ
る
た
め
、
同
部
会
の
運
営
委
員
に
食
の
安
全
に
関
わ

る
実
績
の
あ
る
研
究
者
が
加
わ
っ
て
、
学
校
法
人
東
京
農

業
大
学
傘
下
の
組
織
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。

　

東
京
農
業
大
学
は
、
食
の
生
産
か
ら
加
工
・
流
通
・
消

費
、
さ
ら
に
栄
養
や
健
康
に
至
る
広
い
領
域
を
総
合
的
に

学校法人東京農業大学は、科学的思考に基づく食の安全の構築と安心の啓発をより積極的に行う組織として、2022
年４月１日に「食品安全研究センター（FSRC）」を設立した。
FSRCは、［生産環境と農水産物の安全性向上］［原料の安全確保と製造工程管理の向上］［生産と消費の健全性の両立］
［健康機能と食の安全の科学的評価］の４つをコンセプトとして、産官学関連団体や食品企業等と連携。持続可能な
社会の構築に貢献することを目的としている。
ここでは、FSRC設立にあたっての経緯と目的を紹介するとともに、同年５月９日に開催された記念講演会をレポー
トする。

FSRC 研究室
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研
究
す
る
機
関
だ
が
、
そ
こ
に
東
京
情
報
大
学
が
持
つ

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
を
融
合
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

食
の
安
全
・
安
心
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
活
用
し
て

い
く
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
い
わ
ば
「
オ
ー
ル
農
大
」
と

し
て
食
の
安
全
・
安
心
に
取
り
組
む
た
め
の
組
織
な
の
で

あ
る
。２

．
Ｆ
Ｓ
Ｒ
Ｃ
の
目
指
す
も
の

　

Ｆ
Ｓ
Ｒ
Ｃ
の
活
動
は
、
①
食
の
安
全
・
安
心
に
関
す
る

テ
ー
マ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、②
研
究
活
動
と
し
て
、

危
害
要
因
と
な
る
化
学
物
質
や
病
原
微
生
物
等
に
関
す
る

制
御
に
関
す
る
研
究
③
啓
蒙
活
動
と
し
て
、
一
般
向
け
の

食
品
衛
生
関
連
の
講
演
会
に
講
師
を
派
遣
④
東
京
農
業
大

学
併
設
の
小
・
中
・
高
校
の
児
童
・
生
徒
お
よ
び
学
生
に

対
し
て
、
食
の
安
全
・
安
心
に
関
す
る
科
学
教
育
の
実
施

⑤
新
規
食
品
な
ど
に
つ
い
て
、
開
発
段
階
か
ら
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
が
必
要
な
の
か
、
製
品
化
に
は
ど
の
よ
う
な

評
価
が
求
め
ら
れ
る
の
か
な
ど
、
食
の
安
全
に
関
す
る
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
活
動
、
と
い
う
5
つ
の
側
面
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
る
。

　

施
設
は
、
東
京
農
業
大
学
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
８
号
館

の
３
階
に
置
か
れ
、
Ｐ
３
対
応
の
実
験
室
を
は
じ
め
、
恒

温
槽
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
、
食
中
毒
菌
な
ど
の
リ
ス
ク
評
価
試
験
が

実
施
で
き
る
設
備
が
あ
り
、
試
験
法
作
成
な
ど
に
向
け
た

研
究
活
動
、共
同
研
究
、設
備
の
供
与
、共
同
試
験
を
行
っ

て
い
く
。

３
．
Ｆ
Ｓ
Ｒ
Ｃ
開
設
記
念
講
演
会
を
開
催

　

５
月
９
日
に
行
わ
れ
た
開
設
記
念
講
演
会
で
は
、
大
澤

貫
寿
理
事
長
が
「
食
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し

て
い
る
。
研
究
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
、
社
会
貢
献
の
一
歩

と
し
た
い
」
と
挨
拶
。
江
口
文
陽
東
京
農
業
大
学
学
長
は

「
多
く
の
皆
様
か
ら
意
見
を
い
た
だ
き
、
何
を
す
べ
き
か

議
論
し
な
が
ら
前
進
し
て
い
く
」、
鈴
木
昌
治
事
東
京
情

報
大
学
長
か
ら
は
「
東
京
情
報
大
学
に
あ
る
２
つ
の
研
究

セ
ン
タ
ー
の
力
を
発
揮
し
、
Ｆ
Ｓ
Ｒ
Ｃ
の
期
待
に
こ
た
え

た
い
」
と
の
決
意
表
明
が
な
さ
れ
た
。
続
い
て
、
五
十
君

靜
信
食
品
安
全
研
究
セ
ン
タ
ー
長（
東
京
農
業
大
学
教
授
）

は
、
同
セ
ン
タ
ー
設
立
の
経
緯
と
と
も
に
「
生
産
か
ら
消

費
・
健
康
ま
で
の
食
の
安
全
と
安
心
を
科
学
す
る
」
と
い

う
同
セ
ン
タ
ー
の
テ
ー
マ
と
「
食
の
安
全
確
保
と
安
心
の

啓
発
に
よ
り
、
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
を
目
指
す
」
と

い
う
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
説
明
が
さ
れ
た
。そ
の
後
、キ
ッ

コ
ー
マ
ン
株
式
会
社
代
表
取
締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ
会
長
の
堀
切
功

章
氏
、
農
林
水
産
省
大
臣
官
房
国
際
食
料
情
報
特
別
分
析

官
の
道
野
英
司
氏
、
公
益
社
団
法
人
日
本
食
品
衛
生
協
会

常
務
理
事
の
加
地
祥
文
氏
よ
り
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

　

続
い
て
、「
わ
が
国
の
食
の
安
全
へ
の
取
り
組
み
」
と

題
し
た
特
別
講
演
が
内
閣
府
食
品
安
全
委
員
会
委
員
長
の

山
本
茂
貴
氏
よ
り
行
わ
れ
た
。
山
本
氏
は
ま
ず
、「
食
の

安
全
性
評
価
に
お
い
て
リ
ス
ク
管
理
と
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
」
が
食
品
安
全
委
員
会
の
基
本

姿
勢
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
た
う
え
で
、「
食
の
リ
ス
ク
の

低
減
を
図
る
こ
と
が
世
界
の
趨す
う
せ
い勢
と
な
っ
て
い
る
中
で
、

ま
さ
に
時
期
を
得
た
食
品
安
全
研
究
セ
ン
タ
ー
の
設
立
」

で
あ
る
と
し
、「
研
究
な
ど
を
通
じ
て
、
ま
た
リ
ス
ク
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
食
品
安
全
研
究
セ
ン

タ
ー
と
協
力
」す
る
こ
と
に
対
す
る
期
待
を
述
べ
ら
れ
た
。

　

つ
ぎ
に
、
教
育
評
論
家
の
尾
木
直
樹
氏
（
尾
木
マ
マ
）

よ
り
「
命
と
向
き
合
う
教
育
の
魅
力
～
食
や
農
業
を
通
し

て
～
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
教
育
講
演
が
行
わ
れ
た
。
尾
木

氏
は
、「
日
本
の
子
ど
も
た
ち
の
7
人
に
1
人
が
貧
困
と

言
わ
れ
て
い
る
」
現
代
に
お
い
て
、
子
ど
も
食
堂
に
み
る

よ
う
に
、
子
ど
も
の
食
を
地
域
で
支
え
て
い
く
こ
と
の
大

切
さ
を
指
摘
し
た
。
続
い
て
、
農
業
教
育
の
重
要
性
を
語

る
な
か
で
、「
普
通
科
高
校
で
も
、
農
業
高
校
で
や
っ
て

る
実
践
を
3
年
間
で
最
低
10
時
間
で
も
い
い
で
す
か
ら
取

り
入
れ
る
べ
き
」
と
強
調
し
た
。
最
後
に
、
子
ど
も
家
庭

庁
の
新
設
に
ふ
れ
な
が
ら
、「
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
ぜ

ひ
子
ど
も
の
声
を
聞
い
て
、
子
ど
も
と
と
も
に
進
め
て
ほ

し
い
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

　

当
日
、
１
０
５
名
定
員
の
会
場
は
満
席
で
、

Y
ouT

ube

で
の
同
時
配
信
に
は
１
２
６
０
名
も
の
視
聴

が
あ
っ
た
。
ま
た
講
演
会
終
了
後
は
、
名
刺
交
換
会
と
希

望
者
に
よ
る
施
設
見
学
会
が
実
施
さ
れ
た
。

尾木直樹氏（尾木ママ）による教育講演
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研究＆教育

最前線
The front line of

research
and education

東京農業大学

准教授 煙山紀子
けむりやま・のりこ／東京農業大学応用生
物科学部栄養科学科卒業。東京医科歯科
大学大学院分子内分泌内科学博士課程修
了。東京農業大学応用生物科学部食品安全
健康学科准教授。博士（医学）。学校法人
東京農業大学食品安全研究センター主事。

● 専門分野：栄養代謝学、実験病
理学
● おもな研究テーマ：生活習慣病
の進展メカニズム解明と化学物
質または栄養条件に関する研究

　

生
活
習
慣
病
の
制
御
は
、
健
康
寿
命
の
延
伸
、
医
療
費
削
減
な
ど
の
点
で
重
要
で
あ
る
。
近
年
、
生
活
習
慣
病
の
肝
臓
に
お
け
る
疾

患
と
し
て
非
ア
ル
コ
ー
ル
性
脂
肪
性
肝
炎
（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
）
が
増
え
て
い
る
。
今
回
は
、
我
々
が
取
り
組
ん
で
き
た
病
態
メ
カ
ニ
ズ
ム
に

対
す
る
新
知
見
を
ご
紹
介
す
る
。

非
ア
ル
コ
ー
ル
性
脂
肪
性
肝
炎（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
）の

メ
カ
ニ
ズ
ム
解
明
の
意
義
と
今
後
の
展
望

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
線
維
化
進
展
に
お
け
る
脂
質
代
謝
・
免
疫
系
ク
ロ
ス
ト
ー
ク
の
検
証

非
ア
ル
コ
ー
ル
性
脂
肪
性
肝
炎︵
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
︶と
は

　

一
般
に
肝
臓
の
病
気
と
い
う
と
、
Ｂ
型
や
Ｃ
型
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
な
ど
に
よ
る
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
や
お
酒
の
飲
み
す

ぎ
に
よ
る
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
障
害
な
ど
が
思
い
浮
か
ぶ

が
、
近
年
、
そ
れ
ら
に
関
係
な
く
発
症
す
る
脂
肪
肝
／
肝

炎
が
増
え
て
い
る
。
そ
の
多
く
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
や
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
を
伴
う
。
こ
の
よ

う
な
病
態
を
非
ア
ル
コ
ー
ル
性
脂
肪
性
肝
疾
患

（N
onalcoholic fatty liver disease

:
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｌ
Ｄ
）

と
い
い
、
文
字
ど
お
り
、
ア
ル
コ
ー
ル
性
で
は
な
く
（
飲

酒
量
は
１
日
缶
ビ
ー
ル
１

２
本
相
当
程
度
ま
で
で
あ

る
）、
肝
臓
に
脂
肪
が
溜
ま
り
、
炎
症
が
起
こ
っ
て
い
る

病
態
を
指
す
。
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｌ
Ｄ
は
単
純
性
脂
肪
肝
（
Ｎ
Ａ
Ｆ

Ｌ
）
と
、非
ア
ル
コ
ー
ル
性
脂
肪
性
肝
炎
（N

onalcoholic 
steatohepatitis

:
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
）
に
分
類
さ
れ
る
︵
図
１
︶。

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
は
進
行
す
る
と
肝
硬
変
や
肝
が
ん
に
な
る
恐
れ

が
あ
る
肝
臓
の
病
気
と
し
て
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
。
Ｎ

Ａ
Ｓ
Ｈ
の
進
展
は
、
肝
臓
に
脂
肪
が
蓄
積
す
る
１
ｓ
ｔ

ヒ
ッ
ト
と
、
そ
の
後
の
色
々
な
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
２
ｎ
ｄ

ヒ
ッ
ト
が
炎
症
へ
と
進
行
す
る
と
い
う2 hit theory

が

提
唱
さ
れ
て
い
た
が
、
近
年
で
は
複
数
の
因
子
が
同
時
に

作
用
す
る
こ
と
で
病
態
が
進
行
す
る
と
い
う
複
雑
な

m
ultiple parallel hit

と
い
う
仮
説
が
な
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
そ
の
進
展
機
序
は
複
雑
で
あ
る
た
め
、
未

だ
有
効
な
治
療
法
が
無
く
、
機
序
解
明
と
予
防
治
療
方
策

が
望
ま
れ
て
い
る
。

図1　脂肪性肝疾患の分類
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Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
肝
線
維
化
を
誘
発
す
る
モ
デ
ル
動
物

　

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
に
は
い
く
つ
か
指
標
が
あ
る
が
、
そ
の
中
で

も
肝
臓
の
線
維
化
は
肝
が
ん
や
肝
不
全
の
危
険
性
が
高
ま

り
、
患
者
の
予
後
に
最
も
影
響
す
る
と
い
う
報
告
が
あ
る

な
ど
、
重
要
で
あ
る
。
我
々
は
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
の
肝
線
維
化
や

肝
が
ん
の
機
序
解
明
と
食
事
に
よ
る
影
響
に
つ
い
て
の
解

析
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

実
験
動
物
と
し
て
用
い
ら
れ
る
ラ
ッ
ト
や
マ
ウ
ス
は
ヒ

ト
の
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
を
再
現
で
き
る
も
の
は
未
だ
な
い
が
、

我
々
の
研
究
室
で
は
、
コ
リ
ン
欠
乏
メ
チ
オ
ニ
ン
低
減
ア

ミ
ノ
酸
食
（
Ｃ
Ｄ
Ａ
Ａ
）
と
い
う
特
殊
な
餌
を
用
い
る
こ

と
に
よ
り
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
病
態
を
作
り
出
す
こ
と
に
成
功
し

た
。
Ｃ
Ｄ
Ａ
Ａ
を
食
餌
と
し
て
与
え
る
と
、
早
期
に
肝
の

脂
肪
化
と
炎
症
が
誘
導
さ
れ
、そ
の
後
線
維
化
が
生
じ
る
。

Ｃ
Ｄ
Ａ
Ａ
に
よ
る
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
病
態
は
脂
肪
肝
以
降
の
炎

症
・
線
維
化
へ
の
進
展
が
ヒ
ト
と
類
似
し
て
い
る
と
さ
れ
、

現
在
、
肝
線
維
化
に
重
要
な
い
く
つ
か
の
因
子
に
つ
い
て

解
析
を
進
め
て
い
る
。

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
線
維
化
に
お
け
る
Ｉ
Ｌ‒

２
１
Ｒ
の
関
与

　

非
ア
ル
コ
ー
ル
性
脂
肪
性
肝
の
原
因
に
は
、
食
生
活
や

運
動
不
足
と
い
っ
た
生
活
習
慣
の
乱
れ
と
そ
れ
に
伴
う
肥

満
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
過
食
な
ど
を
原
因
と
す
る

過
剰
に
摂
取
さ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
肝
臓
で
糖
質
か
ら

代
謝
さ
れ
て
中
性
脂
肪
へ
と
合
成
さ
れ
る
た
め
、
油
物
な

ど
を
沢
山
食
べ
て
い
な
く
て
も
脂
肪
肝
に
な
る
こ
と
が
あ

る
。
こ
の
脂
質
合
成
に
つ
い
て
次
世
代
シ
ー
ケ
ン
サ
ー
等

に
よ
っ
て
解
析
し
た
と
こ
ろ
、
脂
質
代
謝
と
は
無
関
係
と

さ
れ
て
い
たinterleukin‒21 Receptor

（
Ｉ
Ｌ

２
１

Ｒ
）
の
関
与
が
示
唆
さ
れ
た
。
Ｉ
Ｌ‒

２
１
の
受
容
体
で

あ
る
Ｉ
Ｌ‒

２
１
Ｒ
は
、
リ
ン
パ
球
が
産
生
す
る
免
疫
応

答
の
調
節
を
行
う
物
質
と
し
て
、
ア
レ
ル
ギ
ー
や
自
己
免

疫
疾
患
に
関
与
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。し
か
し
な
が
ら
、

生
活
習
慣
病
と
の
関
与
は
不
明
で
あ
る
た
め
、
我
々
は
Ｉ

Ｌ‒

２
１
Ｒ
と
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
病
態
に
つ
い
て
の
解
析
を
進
め

た
。
具
体
的
に
は
、
野
生
型
の
マ
ウ
ス
と
人
為
的
に
Ｉ

Ｌ‒

２
１
Ｒ
を
欠
損
さ
せ
た
マ
ウ
ス（
Ｉ
Ｌ‒

２
１
Ｒ
Ｋ
Ｏ
）

の
双
方
に
Ｃ
Ｄ
Ａ
Ａ
を
食
べ
さ
せ
て
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
様
病
態
を

誘
発
し
た
と
こ
ろ
、
肝
の
脂
肪
化
や
炎
症
の
程
度
に
は
影

響
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
野
生
型
マ
ウ
ス
と
比
較

し
て
Ｉ
Ｌ‒

２
１
欠
損
マ
ウ
ス
の
方
で
は
肝
の
線
維
化
が

抑
制
さ
れ
て
い
た
︵
図
２
︶。
こ
の
こ
と
か
ら
、
Ｎ
Ａ
Ｓ

Ｈ
病
態
に
お
い
て
Ｉ
Ｌ‒

２
１
Ｒ
が
肝
の
線
維
化
に
関
与

し
て
い
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
た
。
現
在
、
そ
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
の
詳
細
に
つ
い
て
検
討
中
で
あ
る
が
、
肝
に
お
い
て

線
維
を
産
生
す
る
肝
星
細
胞
や
免
疫
バ
ラ
ン
ス
の
変
化
な

ど
が
原
因
と
な
り
、
脂
質
代
謝
と
複
雑
に
関
係
し
な
が
ら

病
態
が
進
む
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

今
後
に
向
け
た
課
題

　

従
来
は
、
過
食
や
肥
満
な
ど
に
よ
っ
て
肝
臓
に
過
剰
に

蓄
積
さ
れ
た
脂
肪
が
細
胞
を
障
害
す
る
こ
と
で
、
炎
症
・

線
維
化
へ
進
展
す
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
本
研
究
に

よ
っ
て
脂
質
代
謝
に
よ
り
制
御
を
受
け
た
Ｉ
Ｌ‒

２
１
Ｒ

が
、
脂
質
量
を
介
さ
ず
に
特
異
的
に
肝
線
維
化
に
関
与
し

て
い
る
と
い
う
新
し
い
知
見
が
示
唆
さ
れ
た
。
今
後
は
、

脂
質
代
謝
を
制
御
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
様
々
な
食

品
を
応
用
す
る
こ
と
や
、
Ｉ
Ｌ‒

２
１
Ｒ
を
直
接
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
た
予
防
治
療
方
策
の
可
能
性
を
探
り
た
い
と

考
え
て
い
る
。
ま
た
、
肝
線
維
化
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
詳
細
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
肝
の
線
維
化
を
誘
発
す
る
化
学

物
質
の
毒
性
評
価
な
ど
、
将
来
に
向
け
幅
広
く
応
用
で
き

る
と
考
え
て
い
る
。
今
後
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
に
お
け
る
肝
の
線

維
化
の
解
析
か
ら
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
肝
線
維
化
を
標
的

と
し
た
様
々
な
物
質
の
安
全
性
評
価
の
構
築
な
ど
に
も
貢

献
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
。

図２　CDAA による肝線維化の解析
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農
大
一
高
は
、
昭
和
24
年
に
創
立
さ
れ
、
今
年
で
72
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
ま
た
、
農
大
一
中
は
、
平
成
17
年
に

開
校
し
、
18
年
目
と
な
る
中
高
一
貫
教
育
校
で
す
。
学
校

規
模
と
し
て
は
現
在
、
中
等
部
が
16
ク
ラ
ス
、
高
校
は
29

ク
ラ
ス
で
、
生
徒
数
は
１
５
７
５
名
。
校
名
に
あ
る
よ
う

に
東
京
農
業
大
学
の
併
設
校
で
す
。
東
京
農
業
大
学
は
初

代
学
長
横
井
時
敬
の
言
葉
に
「
稲
の
こ
と
は
稲
に
き
け
、

農
業
の
こ
と
は
農
民
に
聞
け
」
と
あ
る
よ
う
に
、「
実
学

教
育
」
を
教
育
理
念
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
同
様
に
、一
高
・

一
中
に
お
い
て
も
教
育
理
念
を
表
す
言
葉
と
し
て
「
知
耕

実
学
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
知
耕
実
学
と
は
、
本
物
に
触

れ
る
「
実
学
」
を
通
し
て
「
知
」
を
耕
す
と
い
う
こ
と
で

す
。
本
物
に
触
れ
る
実
学
体
験
を
通
し
て
、
五
感
で
体
感

し
、
仮
説
を
立
て
、
考
え
、
判
断
し
て
、
行
動
・
表
現
す

る
過
程
に
は
、
正
に
思
考
の
原
点
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
プ
ロ
セ
ス
が
、
年
間
を
通
し
た
授
業
や
学
校
行
事
な

ど
の
様
々
な
場
面
で
用
意
さ
れ
て
い
る
学
校
で
す
。

　

こ
の
「
知
耕
実
学
」
に
基
づ
い
て
、
中
等
部
の
理
科
の

授
業
で
は
実
験
実
習
が
多
く
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

学
校
行
事
で
は
東
京
農
業
大
学
の
協
力
を
得
て
、
中
学
１

年
の
「
稲
作
」（
田
植
え
、
除
草
、
稲
刈
り
）、
中
学
２
年

の
「
お
米
の
科
学
」、
中
学
３
年
の
「
味
噌
づ
く
り
」、
高

校
１
・
２
年
の
「
醤
油
を
科
学
す
る
」
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
中
学
３
年
の
北
海
道
修
学
旅
行
で
は
、
収
穫
体

験
・
食
品
加
工
体
験
な
ど
が
あ
り
、
一
人
で
鮭
を
丸
ご
と

一
匹
捌
く
と
い
っ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
、
高
校

１
・
２
年
で
は
理
科
の
校
外
学
習
・
体
験
学
習
（
高
尾
山
、

城
ヶ
島
、
食
品
加
工
）
や
、
国
語
科
文
学
散
歩
（
葛
飾
柴

又
方
面
、
仙
川
深
大
寺
方
面
、
横
浜
方
面
）
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

　

一
方
、
行
事
だ
け
で
な
く
、
生
徒
自
ら
が
教
科
・
学
年

の
枠
を
超
え
て
（
中
学
１
年
か
ら
高
校
３
年
ま
で
）
知
的

好
奇
心
を
養
う
ゼ
ミ
「
一
中
一
高
ゼ
ミ
」
や
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

研
究
会
」
で
は
、
正
に
本
物
に
触
れ
、
思
考
す
る
機
会
が

多
く
あ
り
ま
す
。「
映
画
で
見
る
世
界
史
」、「
ド
ラ
マ
か

ら
学
ぶ
現
代
思
想
」、「
数
学
を
目
で
見
て
み
よ
う
」、「
農

大
一
中
一
高
の
炎
上
を
防
ご
う
」、「
全
日
本
高
校
模
擬
国

連
大
会
」
な
ど
の
テ
ー
マ
か
ら
、
大
学
受
験
に
繋
が
る
よ

う
な
も
の
ま
で
、
昨
年
度
は
80
も
の
講
座
が
開
講
さ
れ
ま

TOPIC 東京農業大学第一高等学校・中等部

「知耕実学」で「知耕実学」で
　教育目標　教育目標
「夢の創造と実現」「夢の創造と実現」

を目指すを目指す

「知耕実学」で
　教育目標
「夢の創造と実現」

を目指す
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て
ま
い
り
ま
す
。東

京
農
業
大
学
第
一
高
等
学
校
・
中
等
部

校
長　

幸
田
諭
昭

し
た
。
２
つ
程
紹
介
し
ま
す
と
、
一
つ
目
は
「
高
校
生
模

擬
起
業
コ
ン
テ
ス
ト
（
リ
ア
ビ
ズ
）」
で
、
昨
年
度
金
賞

を
と
っ
た
講
座
の
例
で
す
。生
徒
た
ち
は
、参
加
に
あ
た
っ

て
「
た
だ
起
業
す
る
だ
け
で
は
、
つ
ま
ら
な
い
。
ど
う
せ

や
る
な
ら
社
会
に
貢
献
で
き
る
こ
と
を
」
と
考
え
、
東
京

農
業
大
学
研
究
室
と
連
携
し
て
、
廃
棄
さ
れ
る
エ
ミ
ュ
ー

オ
イ
ル
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
、
エ
ミ
ュ
ー
オ
イ
ル
を
配

合
し
た
高
品
質
の
フ
ェ
イ
ス
パ
ッ
ク
を
作
成
し
て
販
売
し

ま
し
た
。
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
他
者
と
協
調
す
る
こ
と

の
大
切
さ
と
と
も
に
、「
販
売
方
法
や
分
か
り
や
す
い
説

明
の
仕
方
な
ど
、
様
々
な
こ
と
を
学
ん
で
き
た
」
と
、
生

徒
た
ち
は
活
き
活
き
と
し
た
表
情
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

二
つ
目
は
、
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
と

の
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
テ
ー
マ
を
決
め
グ
ル
ー

プ
学
習
を
し
た
事
例
で
す
。
本
年
６
月
に
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の

探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
２
」
が
小
惑
星
の
「
リ
ュ
ウ
グ
ウ
」

か
ら
地
球
に
持
ち
帰
っ
た
砂
に
、
ア
ミ
ノ
酸
や
水
が
含
ま

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
は

「
生
命
の
宇
宙
起
源
説
を
後
押
し
す
る
大
手
柄
」
と
の
報

道
が
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
に
本
校
の
卒
業
生

が
い
る
た
め
、
一
中
一
高
ゼ
ミ
と
の
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
実
現
。そ
の
成
果
は
文
化
祭
な
ど
で
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
際
教
育
に
お
い
て
も
、
学
校
の
授
業
だ
け
で
な
く
本

物
に
触
れ
る
機
会
が
多
く
あ
り
ま
す
。
中
学
１
年
で
は
夏

休
み
に
５
日
間
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
講
師
の
も
と
少
人
数
で
英

語
に
集
中
す
るEnglish Cam

p

、
中
学
２
年
で
は
日
本

語
禁
止
で
英
語
漬
け
の
６
泊
７
日
の
宿
泊
研
修A

chieve 
English Cam

p

、
中
学
３
年
か
ら
高
校
２
年
で
行
わ
れ
る

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
夏
期
海
外
研
修
、
高
校
１
・
２
年
で
行

わ
れ
る
イ
タ
リ
ア
の
高
校
と
の
日
伊
文
化
交
流
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
、
同
じ
く
高
校
１
・
２
年
の
台
湾
で
の
７
泊
８
日
の

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
授
業
、
学
校
行
事
、
一
中
一
高
ゼ
ミ
、

国
際
教
育
な
ど
様
々
な
場
面
で
「
知
耕
実
学
」
を
実
践
し

て
い
ま
す
。
本
物
に
触
れ
る
実
学
を
通
し
て
、
体
感
し
、

仮
説
を
立
て
て
考
え
、
判
断
し
て
、
行
動
・
表
現
す
る
と

い
う
思
考
プ
ロ
セ
ス
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
り
、「
知
」

を
耕
し
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
「
知
」
に
芽
生
え
た
夢
を

育
て
、
教
育
目
標
で
あ
る
生
徒
た
ち
の
「
夢
の
創
造
と
実

現
」
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、現
在
、教
職
員
と
共
に
「
チ
ー

ム
農
一
」
と
し
て
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

２
号
館
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す

　

令
和
４
年
５
月
９
日
か
ら
、
新

校
舎
の
建
設
に
向
け
て
ク
ラ
ブ
ハ

ウ
ス
の
解
体
工
事
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
建
設
場
所
は
、
東
京
農
業

大
学
経
堂
門
前
の
道
を
挟
ん
で
向

か
い
側
に
な
り
ま
す
。
工
事
は
２

期
に
分
け
て
行
い
、
教
育
活
動
へ

の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
ま
す
。

新
２
号
館
は
来
年
の
令
和
５
年
の

２
学
期
に
完
成
さ
れ
る
予
定
で
、

１
階
に
は
ラ
ウ
ン
ジ
、
自
習
室
、

売
店
、
２
階
に
は
美
術
・
音
楽
・

書
道
室
、
3
階
に
は
調
理
室
、
被

服
室
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
室
、
技

術
室
、
物
理
実
験
室
を
配
置
予
定

で
す
。
新
し
い
教
育
環
境
の
も
と

で
、
更
に
「
知
耕
実
学
」
を
進
め

新 2 号館完成イメージ図（東京農業大学経堂門前）
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